
産業環境委員会情報連絡 

令和５年１１月１３日 

情報連絡件名 頁 

（１） 「異業種フォーラム２０２３ in あだち」の開催結果について・・・・・・・ ２

（２） 「第３４回足立伝統工芸品展」「第２０回あだち地場工業製品フェア」の開催について ３ 

（３） あだち区民まつり「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０２３」の開催結果について・・・・・・・・・ ４

（産業経済部）
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和５年１１月１３日 

件   名 「異業種フォーラム２０２３ in あだち」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 概要・目的 

中小企業間の交流を深め、地域産業の活性化を図るとともに、新製

品開発や新技術、新規事業創出のきっかけを作ることを目的として実

施した。 

２ 参加者数 

企業数 ８０社(区内５９社・区外２１社) ８７名 

※ うち製品展示社数 ４３社（区内３３社・区外１０社） 

３ 開催日時 

９月２日(土) 午後１時～午後６時 

４ 会場 

シアター１０１０（北千住マルイ１１階） 

５ 実施内容 

（１）製品展示販売交流会 

希望した出展者が自社で扱っている製品を展示・販売。 

（２）グループ名刺交換会 

参加者が自社をＰＲできる仕事道具を持ち寄り、紹介しながら名 

刺交換を行った。 

（３）懇親会 

名刺交換会参加企業が交流を深めるための懇親会。 

６ 参加者の声 

（１）デザイン会社に展示会のビジュアルを依頼することができた。 

（２）多くの企業と連絡先を交換したので、ぜひビジネスに活かしてい

きたい。 

（３）参加者名簿があり、各企業の「困っていること」「どんな職種と

つながりたいか」「本社住所」がわかり今後の参考になった。 

（４）商談会として機能していたため、今後は商談会と銘打ってもよい

と思う。 

７ 今後の方針等 

異業種連絡協議会の定例会で課題等を整理し、来年度の企画に繋げ

ていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和５年１１月１３日 

件   名 
「第３４回足立伝統工芸品展」「第２０回あだち地場工業製品フェア」

の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

区内伝統工芸品、工業製品を一堂に集め、区内外に広くＰＲする。 

１ 目的 

良質な製品をイベント価格で提供し、実際に使っていただくことで

足立の産業製品の優秀性への認識と関心を高め、足立のものづくりの

普及促進・販路拡大を図る。 

２ 開催日時 

１２月１１日(月)～１５日(金) 

午前１０時～午後６時 

３ 会場 

区役所１階アトリウム 

４ 内容 

（１）区内伝統工芸品、工業製品の展示と有償頒布、出展団体・企業の

事業紹介 

（２）出展品目（予定） 

ア 足立伝統工芸品展 

江戸木彫刻、東京手植ブラシ、東京銀器、江戸刺繍、 

東京打刃物、江戸指物、東京籐工芸、東京仏壇、江戸象牙、 

東京本染ゆかた・手ぬぐい等 

（１０品目、１５名出展） 

イ あだち地場工業製品フェア 

紳士靴・婦人靴、折り紙・塗り絵等、ガーゼ・ベビー服等、 

カレンダー・メモ帳等 

（５品目、５者・団体出展） 

５ 主催 

足立区伝統工芸振興会、足立区工業会連合会、足立区 

６ 今後の方針等 

あだち広報１１月２５日号、区ホームページ、ＳＮＳ掲載、チラ

シ配布、ポスター掲示し周知していく。 

※ １２月の伝統工芸品展、地場工業製品フェアは令和元年度以来４

年ぶりの開催。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１１月１３日 

件  名 あだち区民まつり「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０２３」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

令和５年１０月７日（土）、８日（日）に実施した、あだち区民まつり「Ａ－ 

Ｆｅｓｔａ ２０２３」の結果について、以下のとおり報告する。 

１ 総来場者数について 

 (前回)平成２９年 令和５年 前回比 

土曜日 
１０／７（雨） 

１４０，０００人 

１０／７（晴） 

１５０，０００人 
＋１０，０００人 

日曜日 
１０／８（晴） 

２３０，０００人 

１０／８（曇） 

２２０，０００人 
△１０，０００人 

計 ３７０，０００人 ３７０，０００人       ０人 

※ 直近で２日間開催できた平成２９年との比較（平成３０年は雨で日曜日

が中止、令和元年は台風接近で両日中止、その後は新型コロナウイルス感

染症の影響により中止）。 

 

２ ＳＤＧｓの取り組みについて 

（１）リユース食器の使用 

  ア 使用団体（販売品目） 

    ① 鹿沼市（焼き鳥） 

    ② 鹿沼市（みそ田楽おでん） 

    ③ 大谷田三丁目商店会（焼き鳥、生ビール） 

  イ 使用結果 

食器   準備数 使用数 未返却 

小皿 １，６００ １，２４０ 
１８ 

（未返却率１．５％） 

カップ ５００ ５００ 
３２ 

（未返却率６．４％） 

計 ２，１００ １，７４０ 
５０ 

（未返却率２．９％） 

   ※ 未返却分は、受託事業者に費用弁償する。 

     小皿  ＠１５０×１８＝２，７００円（税込み） 

     カップ ＠１８０×３２＝５，７６０円（税込み） 
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（２）テント表示 

   庁外２１団体、庁内２１課が、取り組みに 

ついてのテント表示を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 来場者の声について 

（１）足立区に引っ越してきて初めて参加した。お菓子まき（上棟式）は、最 

近なかなか体験できないので、子どもにとってよい体験となったと思う。 

（２）紙芝居は、子どもがとても楽しんでいました。物産展にあったリユース 

食器の活用もよいと思います。 

（３）日曜日に来たからかもしれませんが、品薄で品切れが多かったと思う。 

地域のお店の出店が増えるとよいと思います。 

 

４ 今後の方針等 

（１）ＳＤＧｓの取り組みについては、マイバッグの持参など来場者側ので 
きること、ビニール袋の削減やエネルギーの削減など出店団体のできる 
ことの両面で、主催者として具体的かつ幅広いメニューを提示し、協力を 
広く求めていく。 

（２）リユース食器の使用は、今回が初めての取り組みであった。来場者の声

や使用団体及び受託事業者からの意見を踏まえて、今後のイベント開催に

向け、使用団体及び使用食器数を増加させられるよう検討していく。 
（３）リバーサイドバザー及び物産展は、公募及び前回出店団体を中心に声 

をかけた。次回は、地方物産の拡大や区内有名店など、新たな出店者への 
声かけを検討していく。 

 

（例）東京都トラック協会足立支部 


